
  
 

 

（

2
0

0
0

年

5

月

9

日

)

に

対

す

る

回

答

（

５

月

2
8

日

付

）

へ

の

再

質

問

書

」

 

  
 

静

 
岡

 

県

 

知

 

事

 

 
 

 
 

静

霊

奉

賛

会

会

長

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

石

川

 

嘉

延

様

 

 
 

静

岡

県

援

護

恩

給

室

室

長

 
 

 
 

 
 

大

塩

 

正

治

様

 

  

「

静

岡

県

知

事

・

静

霊

奉

賛

会

会

長

 

石

川

 

嘉

延

氏

へ

の

 

 
 

公

開

質

問

書

(

２

０

０

０

・

５

・

９

)

に

対

す

る

回

答

(

５

・

２

８

)

へ

の

再

質

問

書

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2

0
0

0

年

９

月

４

日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

靖

国

問

題

連

絡

協

議

会

 
 

 
 

 
 

印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代

 
 

表

 
 

中

川

 
 

弘

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

県

西

部

地

区

平

和

遺

族

会

 
 

 
 

印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会

 
 

長

 
 

本

村

 

春

海

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代

表

委

員

 
 

 
 

 

溝

口

 
 

正

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小

林

 
 

眞

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井

原

 

素

三

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆

質

問

Ⅰ

に

つ

い

て

の

回

答

に

対

す

る

再

質

問

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【

１

】

知

事

の

護

国

神

社

慰

霊

祭

参

列

の

趣

旨

と

し

て

、

①

戦

没

者

へ

の

哀

悼

の

意

を

表

す

る

。

②

ご

遺

族

の

労

苦

に

報

い

る

。

の

２

点

（

以

下

趣

旨

①

、

②

と

す

）

を

挙

げ

て

お

ら

れ

ま

す

が

、

そ

の

よ

う

に

知

事

が

参

列

の

趣

旨

を

恣

意

的

に

判

断

す

れ

ば

、

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

の

主

催

す

る

慰

霊

祭

（

実

質

的

に

、

1
0

月

2
2

・

2
3

日

は

、

同

神

社

の

祭

事

と

し

て

の

例

祭

で

あ

る

）

に

、

公

務

と

し

て

出

席

し

、

公

式

参

拝

す

る

こ

と

が

、

今

後

と

も

社

会

的

儀

礼

の

範

囲

内

と

し

て

許

さ

れ

る

と

考

え

て

お

ら

れ

ま

す

か

。

ま

た

趣

旨

①

、

②

が

、

な

ぜ

護

国

神

社

の

慰

霊

祭

（

例

祭

）

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ら

れ

る

の

か

を

、

客

観

的

・

か

つ

法

的

に

説

明

し

て

戴

き

た

い

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

【

２

】

上

記

質

問

に

関

連

し

て

、

国

家

の

最

高

機

関

の

長

で

あ

る

内

閣

総

理

大

臣

が

、

憲

法

の

政

教

分

離

原

則

（

国

家

と

宗

教

の

分

離

）

を

厳

守

し

て

、

宗

教

法

人

・

靖

国

神

社

の

例

大

祭

に

出

席

し

な

い

こ

と

が

定

着

し

て

い

る

こ

と

は

、

ご

承

知

の

通

り

で

す

。

 

（

但

し

、
「

自

民

党

靖

国

神

社

小

委

員

会

見

解

」
案

＜

奥

野

誠

亮

会

長

：1
9

8
3

年

1
1

月

４

日

＞

 

や

、
「

閣

僚

の

靖

国

神

社

参

拝

問

題

に

関

す

る

懇

談

会

」
＜

中

曽

根

首

相

当

時

の

、
藤

波

官

 

房

長

官

の

私

的

諮

問

機

関

の

報

告

書

：1
9

8
5

年

８

月

９

日

＞

等

が

、
政

治

的

合

憲

論

を

打

ち

 

出

し

た

こ

と

を

受

け

、

愚

か

に

も

中

曽

根

首

相

は

、

1
9

8
5

年

８

月

1
5

日

に

靖

国

神

社

公

式

参

 

拝

を

強

行

し

た

が

、

国

内

外

か

ら

強

烈

な

批

判

を

浴

び

、

１

回

限

り

で

中

止

し

た

）

 

以

上

の

状

況

の

中

で

、

歴

代

知

事

は

、

中

央

に

お

け

る

靖

国

神

社

問

題

の

推

移

を

熟

知

し

な

が

ら

も

、1
9

7
8

(
S
･

5
3

)

年

以

来

、2
0

年

以

上

に

亘

っ

て

、

静

霊

神

社

奉

賛

会

・

追

悼

式

後

の

神

社

慰

霊

祭

（

例

祭

）

に

公

式

参

拝

を

続

行

し

て

き

た

こ

と

を

知

っ

て

、

唖

然

と

致

し

ま

し

た

。

 

 

現

知

事

も

こ

れ

ま

で

の

こ

と

を

踏

襲

し

て

違

憲

参

拝

を

実

行

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

が

、



以

上

の

こ

と

を

知

っ

て

も

、

尚

こ

れ

ま

で

通

り

続

行

さ

れ

る

お

考

え

で

す

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。
 

 

【

３

】

知

事

は

、

護

国

神

社

例

祭

（

慰

霊

祭

）

の

参

列

、

拝

殿

内

に

て

霊

前

に

礼

拝

、

慰

霊

の

辞

、

玉

串

奉

献

な

ど

の

宗

教

的

祭

事

を

行

っ

た

目

的

を

、

趣

旨

①

②

と

し

、

こ

れ

を

社

会

的

儀

礼

の

範

囲

と

し

て

い

る

が

、
と

す

れ

ば

、
【

２

】
で

述

べ

た

よ

う

に

、
国

の

最

高

機

関

で

あ

る

首

相

が

、

靖

国

神

社

へ

公

式

参

拝

し

て

い

な

い

現

状

を

ど

の

よ

う

に

思

っ

て

お

ら

れ

ま

す

か

。

 

知

事

の

言

う

趣

旨

の

①

②

を

欠

き

、

社

会

的

儀

礼

を

弁

え

て

い

な

い

非

礼

な

態

度

と

お

考

え

で

し

ょ

う

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。

も

し

そ

う

で

な

い

な

ら

ば

、

納

得

の

い

く

説

明

を

し

て

下

さ

い

。

 

 

【

４

】
国

に

お

い

て

は

、
知

事

と

同

様

な

趣

旨

で

、1
9

5
3

年

以

来

、
毎

年

８

月

1
5

日

に
「

全

国

戦

没

者

追

悼

式

」

を

日

本

武

道

館

で

、

無

宗

教

方

式

で

行

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

が

、

国

家

と

そ

の

機

関

と

し

て

の

政

教

分

離

原

則

の

極

め

て

至

当

な

姿

勢

と

し

て

高

く

評

価

を

し

ま

す

。 

 

今

後

、

知

事

の

参

列

す

る

（

ま

た

は

県

主

催

の

）

追

悼

式

を

行

う

場

合

に

は

、

国

の

追

悼

式

に

倣

っ

て

、

政

教

分

離

原

則

に

抵

触

し

な

い

内

容

と

場

所

で

実

施

す

る

こ

と

こ

そ

、

正

し

い

「

社

会

的

儀

礼

」

と

考

え

ま

す

が

、

改

善

さ

れ

る

お

考

え

は

あ

り

ま

せ

ん

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

【

５

】

津

地

鎮

祭

違

憲

訴

訟

最

高

裁

判

決

に

お

い

て

、

国

及

び

、

そ

の

機

関

の

活

動

で

、

宗

教

と

の

関

わ

り

合

い

を

持

つ

場

合

、
「

合

憲

か

」
「

違

憲

か

」

を

判

断

す

る

基

準

と

し

て

示

さ

れ

た

の

が

、

い

わ

ゆ

る

「

目

的

効

果

基

準

」

で

す

。

そ

れ

を

列

挙

す

れ

ば

、
『
「

場

所

」
「

一

般

人

の

宗

教

的

評

価

」
「

意

図

」
「

目

的

」
「

宗

教

意

識

の

有

無

」
「

程

度

」
「

一

般

人

に

与

え

る

効

果

・

影

響

」

等

の

諸

般

の

事

情

を

考

慮

し

、

社

会

通

念

に

従

っ

て

、

客

観

的

に

判

断

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

』

と

し

て

い

ま

す

。

 

 

そ

こ

で

、

最

も

重

要

な

も

の

は

、

知

事

の

場

合

、
「

当

該

行

為

の

行

わ

れ

る

場

所

」

で

す

。

津

地

鎮

祭

の

場

合

は

、

宗

教

施

設

以

外

の

場

所

で

、

１

回

限

り

の

、

し

か

も

、

か

な

り

習

俗

性

の

高

い

宗

教

行

為

で

あ

っ

た

が

故

に

「

合

憲

」

と

判

断

さ

れ

ま

し

た

（

本

当

は

、

国

や

そ

の

機

関

が

神

社

神

道

の

地

鎮

祭

を

行

う

こ

と

は

、

明

白

に

憲

法

違

反

…

名

古

屋

高

裁

判

決

…

で

す

が

、

こ

れ

に

は

触

れ

ま

せ

ん

）

が

、

知

事

の

公

式

参

拝

の

場

合

は

、

宗

教

法

人

・

護

国

神

社

の

拝

殿

内

で

、

神

道

式

祭

儀

の

す

べ

て

に

関

わ

っ

て

お

ら

れ

る

の

で

、

地

方

自

治

体

の

長

と

し

て

、
絶

対

に
「

当

該

行

為

を

し

て

は

な

ら

な

い

場

所

」
で

、
「

し

て

は

な

ら

な

い

特

定

宗

教

法

人

の

宗

教

活

動

」

に

参

与

し

た

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

の

こ

と

を

深

く

反

省

さ

れ

、

直

ち

に

改

善

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ま

す

。

こ

の

点

を

根

本

的

に

改

善

す

る

お

考

え

は

な

い

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

◆

質

問

Ⅱ

に

つ

い

て

の

回

答

に

対

す

る

再

質

問

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【

１

】

静

霊

奉

賛

会

は

、

県

民

の

税

金

の

中

か

ら

委

託

金

を

受

け

、

そ

の

委

託

事

業

の

一

つ

と

し

て

、

春

・

秋

の

戦

没

・

戦

災

者

の

追

悼

式

（

奉

賛

会

規

約

で

は

、
「

戦

没

者

の

慰

霊

に

関

す

る

事

業

」

と

な

っ

て

い

て

、

本

来

は

慰

霊

祭

で

あ

る

と

こ

ろ

を

外

部

向

け

に

「

追

悼

式

」

と

言

い

換

え

て

い

る

）
を

行

い

、
さ

ら

に

、
県

費

か

ら

補

助

金

を

受

け

て

運

営

さ

れ

、
ま

た

、

役

員

構

成

も

会

長

が

知

事

を

は

じ

め

、

公

職

関

係

者

ら

が

中

心

と

な

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

あ

る

意

味

で

、

公

共

的

な

財

団

法

人

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

だ

け

に

、

法

に

触

れ

た

り

、

誤

解

さ

れ

た

り

、

疑

義

を

受

け

た

り

す

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

、

清



潔

に

正

し

く

運

営

す

る

責

任

が

あ

り

ま

す

。

 

 
ま

ず

第

一

に

、

県

委

託

事

業

の

一

つ

で

あ

る

秋

の

追

悼

式

（

昨

年

1
0

月

2
2

日

に

本

会

会

員

ら

が

参

加

）

の

行

わ

れ

た

「

場

所

」

を

前

述

し

た

「

目

的

効

果

基

準

」

に

照

ら

し

て

み

る

と

、

知

事

の

場

合

と

同

様

、

最

も

行

っ

て

は

い

け

な

い

場

所

（

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

拝

殿

前

）

で

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

し

か

も

、

県

知

事

の

回

答

に

よ

れ

ば

、2
0

年

以

上

も

前

か

ら

、
同

地

で

実

施

さ

れ

て

き

た

と

の

こ

と

で

す

。
こ

れ

は

、
公

金

を

受

け

る

団

体

と

し

て

、

明

白

な

憲

法

違

反

で

す

か

ら

、

別

の

一

般

的

・

公

的

会

場

に

変

更

す

る

な

ど

の

改

善

を

し

て

戴

き

た

い

と

考

え

ま

す

が

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

【

２

】

次

に

、

上

述

の

「

目

的

効

果

基

準

」

か

ら

み

て

、

奉

賛

会

が

当

該

す

る

行

為

（

追

悼

式

）

を

行

っ

た

「

意

図

」

及

び

「

目

的

」

に

ス

ポ

ッ

ト

を

当

て

て

み

る

と

、

２

日

間

で

全

県

 

下

か

ら

約

4
0

0
0

人

を

神

社

拝

殿

前

に

集

め

て

行

っ

た

追

悼

式

は

、
「

場

所

」

を

除

け

ば

、

無

宗

教

方

式

で

行

わ

れ

て

い

た

と

言

え

る

に

し

て

も

、

僅

か

1
0

数

分

し

か

行

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

こ

れ

は

、

国

や

市

で

行

う

追

悼

式

に

比

べ

て

極

端

に

短

く

、

ま

た

追

悼

の

言

葉

は

県

知

事

の

み

で

、

こ

れ

も

５

分

足

ら

ず

で

あ

り

、

各

界

代

表

な

ど

の

追

悼

の

言

葉

は

一

言

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

奉

賛

会

が

、

真

に

戦

没

者

に

対

す

る

哀

悼

の

気

持

ち

を

持

つ

な

ら

ば

、

せ

め

て

、

式

を

１

時

間

程

度

行

い

、

心

こ

も

っ

た

各

界

、

県

民

代

表

の

追

悼

の

言

葉

が

あ

っ

て

し

か

る

べ

き

と

考

え

ま

す

。

 

 

以

上

の

よ

う

に

、

時

間

が

極

端

に

短

か

っ

た

上

に

、

県

知

事

１

人

の

短

い

ス

ピ

ー

チ

し

か

な

か

っ

た

こ

と

な

ど

か

ら

も

、

社

会

通

念

上

の

追

悼

式

と

呼

べ

る

も

の

で

は

な

く

、

全

県

下

か

ら

集

め

た

多

数

の

遺

族

代

表

の

方

々

に

対

し

て

大

変

失

礼

で

あ

っ

た

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

 

 

し

か

し

、

奉

賛

会

の

追

悼

式

の

実

態

が

、

以

上

の

よ

う

に

形

だ

け

の

、

お

茶

を

に

ご

し

た

も

の

と

な

っ

た

の

に

は

、

他

に

「

意

図

」

と

「

目

的

」

が

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

と

断

ぜ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

即

ち

、

そ

れ

は

、

追

悼

式

を

約

1
0

分

で

終

わ

ら

せ

、

続

い

て

行

わ

れ

た

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

の

１

時

間

余

に

及

ぶ

例

祭

（

慰

霊

祭

）

に

、

奉

賛

会

の

招

待

し

た

遺

族

を

、

そ

っ

く

り

そ

の

ま

ま

参

列

さ

せ

る

「

意

図

」

と

神

道

に

よ

る

慰

霊

祭

に

参

与

さ

せ

る

宗

教

的

「

目

的

」

が

あ

っ

た

と

し

か

考

え

ら

れ

ま

せ

ん

。

そ

れ

故

に

、

奉

賛

会

の

追

悼

式

は

「

前

座

」

に

過

ぎ

ず

、

本

番

は

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

の

例

祭

（

慰

霊

祭

）

に

あ

っ

た

こ

と

は

明

か

で

す

。

そ

れ

は

、

追

悼

式

終

了

後

、

解

散

せ

ず

、

帰

り

の

バ

ス

へ

の

乗

車

も

呼

び

か

け

ず

、

直

ち

に

慰

霊

祭

へ

と

移

行

し

た

こ

と

か

ら

も

明

か

で

す

。

 

 

こ

の

よ

う

に

県

民

の

税

金

（

公

金

）

の

支

出

を

受

け

て

い

る

奉

賛

会

が

、

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

の

た

め

に

多

大

の

援

助

・

協

力

を

し

、

他

の

宗

教

と

は

異

な

る

特

別

な

も

の

と

し

て

優

遇

し

て

い

る

こ

と

は

、

以

上

の

経

過

を

見

た

だ

け

で

も

明

ら

か

で

す

。

従

っ

て

、

こ

の

明

か

な

憲

法

違

反

で

あ

る

追

悼

式

の

「

場

所

」

の

変

更

は

言

う

に

及

ば

ず

、

そ

の

内

容

も

社

会

的

儀

礼

を

失

す

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

心

の

こ

も

っ

た

も

の

と

す

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

知

事

に

そ

の

変

更

等

の

お

考

え

は

な

い

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

◆

質

問

Ⅲ

、Ⅳ

、Ⅴ

、Ⅵ

へ

の

回

答

を

中

心

に

、
全

体

を

見

渡

し

て

の

再

質

問

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【

１

】

遺

族

の

な

か

に

は

、

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

を

は

じ

め

、

創

価

学

会

な

ど

、

い

ろ

い

ろ

な

宗

教

を

信

じ

て

い

る

人

や

、

無

宗

教

の

者

も

い

ま

す

。

そ

の

人

々

を

、

一

宗

教

法

人

に

過

ぎ

な

い

静

岡

県

護

国

神

社

の

拝

殿

前

に

集

め

、

追

悼

式

や

慰

霊

祭

（

神

道

）

に

参

列

さ

せ

る

こ

と

は

、

神

社

神

道

以

外

の

信

者

に

は

、
甚

だ

し

い

良

心

的

苦

痛

を

与

え

る

こ

と

を

ご

存

じ

で

し

ょ

う

か

。

従

っ

て

、

欠

席

す

る

者

も

あ

り

、

参

列

し

て

も

良

心

的

苦

痛

に

耐

え

て

い

る

こ

と

は

明

か

で

す

。

こ

れ

は

、

追

悼

式

を

神

社

の

境

内

で

行

う

こ

と

と

、

そ

れ

に

続

く

神

道

の

慰

霊

祭

に

参



列

さ

せ

ら

れ

る

こ

と

に

よ

る

内

面

的

信

教

の

自

由

の

侵

害

そ

の

も

の

で

す

。

こ

れ

ら

少

数

の

人

々

の

人

権

に

配

慮

し

て

、

追

悼

式

の

場

所

を

神

社

か

ら

、

一

般

的

・

公

的

場

所

へ

と

変

更

す

る

こ

と

が

、「
信

仰

の

自

由

の

保

障

」
と

な

り

ま

す

。
遺

族

の

中

で

、
神

社

の

例

祭

の

日

に

、

自

ら

が

行

け

ば

よ

い

の

で

す

。

そ

の

よ

う

に

改

善

す

る

お

考

え

は

あ

り

ま

せ

ん

か

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

【

２

】

特

定

の

宗

教

法

人

・

静

岡

県

護

国

神

社

と

無

関

係

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

静

霊

奉

賛

会

の

「

静

岡

県

戦

没

戦

災

死

者

慰

霊

標

」

が

、

同

神

社

内

に

建

立

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

、

政

教

分

離

原

則

か

ら

み

て

、

同

神

社

と

静

霊

奉

賛

会

の

ゆ

着

を

疑

わ

れ

て

も

（

い

や

、

証

拠

と

さ

れ

て

も

）

致

し

方

な

い

も

の

と

考

え

ま

す

の

で

、

同

標

を

別

の

場

所

へ

移

動

さ

せ

る

こ

と

が

必

要

と

考

え

ま

す

が

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【

３

】

県

職

員

の

応

援

は

、

静

霊

奉

賛

会

主

催

の

無

宗

教

の

追

悼

式

（

約

1
0

分

）

に

つ

い

て

の

み

、

と

回

答

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

 

 
A

)

応

援

の

内

容

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

し

ょ

う

か

。

 

 
B

)

追

悼

式

終

了

後

は

、

前

回

質

問

書

提

出

の

時

、
「

周

り

か

ら

見

て

い

た

」

と

言

わ

れ

ま

し

 
 

た

が

、

慰

霊

祭

終

了

ま

で

の

時

間

は

、

年

次

有

給

休

暇

を

取

ら

れ

ま

し

た

か

。

勤

務

時

間

 
 

内

で

す

か

ら

、

職

場

離

脱

に

な

ら

な

い

か

と

心

配

で

す

。

お

伺

い

し

ま

す

 

 
C

)
1

9
7

7
(
S
･

5
2

)

年

２

月

1
0

日

の

、

静

岡

靖

国

連

絡

会

へ

の

回

答

に

「

誤

解

を

招

か

ぬ

よ

う

に

、

 
 

今

後

、

戦

没

者

秋

季

慰

霊

祭

に

は

職

員

を

派

遣

し

な

い

」

と

約

束

さ

れ

ま

し

た

が

、

現

在

 
 

の

追

悼

式

も

、

前

述

の

通

り

、
「

場

所

」
「

内

容

」
「

所

要

時

間

」

な

ど

か

ら

見

て

、

慰

 
 

霊

祭

の

前

座

に

過

ぎ

ず

、

違

憲

の

疑

い

が

濃

厚

で

す

の

で

、

約

束

は

守

ら

れ

て

は

い

な

か

 
 

っ

た

と

考

え

ま

す

が

、

如

何

な

も

の

で

し

ょ

う

か

。
 

 

【

４

】

会

場

設

営

費

が

、

奉

賛

会

の

受

け

て

い

る

県

費

か

ら

支

出

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

ま

し

た

が

、

こ

れ

を

静

岡

県

護

国

神

社

の

慰

霊

祭

（

例

祭

）

に

、

そ

の

ま

ま

使

用

さ

せ

て

い

る

こ

と

は

、

特

定

宗

教

団

体

・

静

岡

県

護

国

神

社

へ

の

多

大

な

援

助

と

宗

教

活

動

に

対

す

る

協

力

と

考

え

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

が

、

お

伺

い

し

ま

す

。

 

 

【

５

】

県

費

支

出

を

受

け

て

い

る

静

霊

奉

賛

会

が

、

政

教

分

離

さ

れ

て

い

な

い

点

は

、

追

悼

式

を

行

う

「

場

所

」
「

会

場

設

営

費

」
「

案

内

状

」
「

遺

族

の

バ

ス

代

」

な

ど

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

バ

ス

代

が

静

霊

奉

賛

会

か

ら

出

て

い

る

と

す

れ

ば

、

追

悼

式

終

了

と

同

時

に

、

帰

る

べ

き

で

、

例

祭

終

了

ま

で

待

機

、

ま

た

は

迎

え

に

く

る

帰

り

の

バ

ス

代

は

、

静

霊

奉

賛

会

と

は

関

係

が

な

い

の

で

、

神

社

の

例

祭

へ

の

援

助

・

協

力

と

な

る

で

し

ょ

う

。

 

 

以

上

の

よ

う

に

、
問

題

が

続

出

し

て

き

て

い

ま

す

が

、
こ

れ

ら

を

解

消

す

る

た

め

に

は
「

場

所

」

の

変

更

以

外

に

は

な

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

決

断

を

切

に

望

み

ま

す

。

 

   

浜

松

市

長

・

北

脇

保

之

様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2

0
0

0

年

８

月

1
4

日

（

月

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

県

西

部

地

区

平

和

遺

族

会

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要

請

書

 

 



 
昨

年

1
1

月

1
4

日

、

航

空

自

衛

隊

浜

松

基

地

は

、

そ

の

航

空

祭

に

お

い

て

、

1
9

8
2

年

墜

落

以

来

、1
7

年

間

中

止

し

て

き

た

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

を

、
我

々

の

強

い

反

対

を

押

し

切

っ

て

強

行

し

ま

し

た

。

そ

の

折

り

、

北

脇

市

長

は

、

安

全

に

つ

い

て

の

細

心

の

注

意

を

要

望

し

た

の

み

で

、

こ

の

飛

行

に

は

反

対

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

 

 

ま

た

墜

落

事

故

を

心

配

す

る

我

々

に

対

し

、

阿

部

輝

夫

監

視

部

長

は

「

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

技

量

の

チ

ェ

ッ

ク

が

格

段

に

厳

格

に

な

り

、

曲

技

の

種

目

も

再

検

討

さ

れ

…

機

種

も

Ｔ

－

２

か

ら

、
よ

り

機

動

性

に

優

れ

た

Ｔ

－

４

に

な

り

、9
5

年

か

ら

は

専

門

の

飛

行

隊

に

な

っ

た

」
等

々

を

並

べ

、

さ

も

安

全

で

あ

る

か

の

如

き

口

振

り

で

強

行

に

踏

み

切

っ

た

。

我

々

は

、

航

空

祭

で

の

大

勢

の

市

民

を

集

め

た

頭

上

や

、

住

宅

地

の

上

で

、

万

が

一

に

も

間

違

え

ば

数

え

切

れ

な

い

人

命

を

奪

う

大

惨

事

と

な

る

こ

と

を

、

繰

り

返

し

述

べ

て

、

曲

技

飛

行

の

中

止

を

強

く

申

し

入

れ

た

。

し

か

し

、

市

長

は

上

の

通

り

、

要

望

だ

け

で

そ

れ

以

上

の

こ

と

を

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

 

 
 

し

か

し

、
我

々

が

住

民

、
観

覧

者

の

人

命

尊

重

を

最

優

先

し

た

の

に

対

し

、
自

衛

隊

側

は

、

技

量

を

公

開

す

る

こ

と

を

優

先

さ

せ

た

こ

と

は

、

誠

に

対

称

的

な

こ

と

で

し

た

。

 

 

こ

の

ど

ち

ら

が

正

し

か

っ

た

か

っ

た

か

は

、

去

る

７

月

４

日

、

松

島

基

地

所

属

の

ア

ク

ロ

バ

ッ

ト

飛

行

専

門

チ

ー

ム

（

Ｔ

－

４

・

２

機

）

が

、

曲

技

飛

行

訓

練

中

、

泊

浜

の

山

林

に

墜

落

し

た

こ

と

に

よ

っ

て

明

白

と

な

っ

た

。

我

々

の

心

配

し

た

「

万

が

一

」

が

起

き

て

し

ま

っ

た

で

は

な

い

か

。
聞

く

と

こ

ろ

に

よ

る

と

、
泊

浜

原

発

か

ら

僅

か

４

､

５

㎞

の

所

と

い

う

。
も

し

、

こ

れ

が

、

泊

浜

原

発

に

墜

落

し

た

な

ら

ば

、

と

て

つ

も

な

い

大

惨

事

と

な

っ

て

い

た

こ

と

で

あ

ろ

う

。

同

じ

事

が

こ

の

浜

松

で

の

航

空

祭

で

起

き

、

集

ま

っ

た

市

民

の

上

に

墜

落

し

た

と

し

た

ら

…

と

思

う

だ

け

で

身

の

毛

も

よ

だ

つ

。

Ｔ

－

４

機

は

、

決

し

て

安

全

で

は

な

い

の

で

あ

る

！

こ

れ

が

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

現

実

な

の

で

あ

る

。

 

 

泊

浜

の

事

故

で

、

自

衛

隊

員

３

名

が

そ

の

尊

い

人

命

を

、

た

か

が

航

空

シ

ヨ

ー

訓

練

の

た

め

に

失

っ

た

の

だ

。

そ

の

責

任

は

誰

が

と

る

の

か

。

誰

が

そ

の

命

を

返

す

の

か

。

 

 

我

々

は

、

以

上

の

理

由

を

も

っ

て

、

本

年

の

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

中

止

は

も

と

よ

り

、

今

後

、

一

切

の

曲

技

飛

行

の

中

止

を

求

め

る

、

人

命

尊

重

の

名

に

お

い

て

。

 

 

市

長

も

、

市

民

の

代

表

と

し

て

、

人

命

尊

重

を

第

一

に

考

え

る

な

ら

ば

、

今

度

こ

そ

、

市

民

の

側

に

立

ち

き

っ

て

、

断

固

た

る

態

度

で

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

中

止

を

、

基

地

司

令

に

申

し

入

れ

て

い

た

だ

き

た

い

。
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、

強

く

要
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す
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。
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遠
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連

帯

す

る

労
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会
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社

 

会

 

民

 

主

 

党

・

浜

松

支

部

 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜

要

請

書

＞

 

 
 

私

た

ち

は

、1
9

8
2

年

秋

、
こ

の

自

衛

隊

浜

松

基

地

で

起

き

た

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

中

の

墜

落

事

故

を

忘

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

 

  

し

か

る

に

、

航

空

自

衛

隊

浜

松

基

地

は

、

昨

年

の

航

空

祭

に

お

い

て

1
7

年

ぶ

り

に

そ

の

曲

技

飛

行

を

再

開

し

よ

う

と

し

ま

し

た

。

そ

の

こ

と

を

聞

い

た

私

た

ち

は

、

大

勢

の

市

民

の

頭

上

や

、

住

宅

地

で

、

万

が

一

の

墜

落

事

故

が

起

き

る

と

、

多

数

の

人

命

を

奪

う

大

惨

事

と



な

る

こ

と

を

繰

り

返

し

述

べ

て

、
危

険

な

曲

技

飛

行

再

開

の

中

止

を

強

く

申

し

入

れ

ま

し

た

。 

 
 

こ

の

折

り

、

北

脇

市

長

は

、

安

全

に

つ

い

て

の

細

心

の

注

意

を

払

う

こ

と

を

要

望

さ

れ

た

も

の

の

、

危

険

な

曲

技

飛

行

そ

の

も

の

に

は

反

対

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

 

 
 

そ

し

て

、

墜

落

事

故

を

心

配

す

る

私

た

ち

に

対

し

、

阿

部

輝

夫

監

理

部

長

は

「

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

技

量

の

チ

ェ

ッ

ク

が

格

段

に

厳

格

に

な

り

、

曲

技

の

種

目

も

再

検

討

さ

れ

…

機

種

も

Ｔ

２

か

ら

、

よ

り

機

動

性

に

優

れ

た

Ｔ

４

に

な

り

、

9
5

年

か

ら

は

専

門

の

飛

行

隊

に

な

っ

た

」

等

々

を

並

べ

、

さ

も

安

全

で

あ

る

か

の

よ

う

な

口

振

り

で

、

曲

技

飛

行

に

踏

み

切

っ

た

の

で

す

。

 

  
 

こ

の

時

、

私

た

ち

が

、

市

民

や

観

覧

者

の

人

命

尊

重

を

優

先

し

て

考

え

た

の

に

対

し

、

自

衛

隊

側

は

、

人

命

よ

り

技

量

公

開

を

優

先

さ

せ

た

こ

と

は

、

誠

に

対

照

的

な

こ

と

で

し

た

。

 

  

こ

の

考

え

の

ど

ち

ら

が

正

し

か

っ

た

の

か

は

、

去

る

７

月

４

日

、

松

島

基

地

所

属

の

ア

ク

ロ

バ

ッ

ト

飛

行

専

門

チ

ー

ム

の

内

、

Ｔ

４

・

２

機

が

、

そ

の

曲

技

飛

行

訓

練

中

に

、

牝

鹿

町

泊

浜

の

山

中

に

墜

落

し

た

こ

と

に

よ

っ

て

明

白

と

な

り

ま

し

た

。

 

  

そ

れ

は

、
我

々

の

心

配

し

た

、
万

が

一

の

墜

落

事

故

で

あ

り

、
し

か

も

そ

の

墜

落

場

所

は

、

女

川

原

発

か

ら

僅

か

４

、

５

㎞

の

所

で

あ

り

ま

し

た

。

も

し

、

女

川

原

発

に

墜

落

し

た

な

ら

ば

、

と

て

つ

も

な

い

大

惨

事

と

な

っ

て

い

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

そ

の

上

、

こ

の

事

故

機

は

、

原

発

を

中

心

と

し

た

半

径

３

、

６

㎞

の

飛

行

禁

止

区

域

を

飛

行

し

て

い

た

こ

と

が

防

衛

庁

も

認

め

て

い

ま

す

。

な

ぜ

、

こ

ん

な

無

謀

ど

こ

ろ

で

は

な

い

飛

行

を

し

た

の

で

し

ょ

う

か

。

 

 

こ

の

よ

う

な

無

謀

な

飛

行

が

、

浜

松

の

航

空

祭

で

も

な

さ

れ

、

も

し

も

集

ま

っ

た

市

民

の

上

に

墜

落

し

た

と

し

た

ら

…

と

思

う

だ

け

で

身

の

毛

も

よ

だ

つ

も

の

で

す

。

Ｔ

４

機

は

、

決

し

て

安

全

で

は

あ

り

ま

せ

ん

！

 

こ

れ

が

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

現

実

な

の

で

す

。

 

 

牝

鹿

町

泊

浜

の

墜

落

事

故

で

、

自

衛

隊

員

３

名

が

そ

の

尊

い

人

命

を

、

た

か

が

航

空

シ

ヨ

ー

訓

練

の

た

め

に

失

い

ま

し

た

。

そ

の

責

任

は

誰

が

と

り

、

誰

が

そ

の

命

を

返

す

の

で

し

ょ

う

か

。

 

  

私

た

ち

は

、

以

上

の

理

由

を

も

っ

て

、

本

年

の

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

中

止

は

も

と

よ

り

、

人

命

尊

重

の

名

に

お

い

て

、

今

後

一

切

の

曲

技

飛

行

の

中

止

を

求

め

ま

す

。

 

 

そ

し

て

、
市

長

も

、
浜

松

市

民

の

代

表

と

し

て

、
人

命

尊

重

を

第

一

に

考

え

、
今

度

こ

そ

、

市

民

の

側

に

立

ち

き

っ

て

、
断

固

た

る

態

度

で

、
ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

中

止

を

、

基

地

司

令

に

申

し

入

れ

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以

上

、

強

く

要

請

致

し

ま

す

。

 

  
 

航

空

自

衛
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浜

松

基

地

司

令

様
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＜

要
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書
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私

た

ち

は

、1
9

8
2

年

秋

、
こ

の

自

衛

隊

浜

松

基

地

で

起

き

た

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

中

の

墜

落

事

故

を

忘

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

 

  

し

か

る

に

、

航

空

自

衛

隊

浜

松

基

地

は

、

昨

年

の

航

空

祭

に

お

い

て

1
7

年

ぶ

り

に

そ

の

曲

技

飛

行

を

再

開

し

よ

う

と

し

ま

し

た

。

そ

の

こ

と

を

聞

い

た

私

た

ち

は

、

大

勢

の

市

民

の

頭

上

や

、

住

宅

地

で

、

万

が

一

の

墜

落

事

故

が

起

き

る

と

、

多

数

の

人

命

を

奪

う

大

惨

事

と

な

る

こ

と

を

繰

り

返

し

述

べ

て

、

曲

技

飛

行

再

開

の

中

止

を

強

く

申

し

入

れ

ま

し

た

。

 

 
 

そ

し

て

、

墜

落

事

故

を

心

配

す

る

私

た

ち

に

対

し

、

阿

部

輝

夫

監

視

部

長

は

「

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

技

量

の

チ

ェ

ッ

ク

が

格

段

に

厳

格

に

な

り

、

曲

技

の

種

目

も

再

検

討

さ

れ

…

機

種

も

Ｔ

２

か

ら

、

よ

り

機

動

性

に

優

れ

た

Ｔ

４

に

な

り

、

9
5

年

か

ら

は

専

門

の

飛

行

隊

に

な

っ

た

」

等

々

を

並

べ

、

さ

も

安

全

で

あ

る

か

の

よ

う

な

口

振

り

で

、

曲

技

飛

行

に

踏

み

切

っ

た

の

で

す

。

 

  
 

こ

の

時

、

私

た

ち

が

、

市

民

や

観

覧

者

の

人

命

尊

重

を

優

先

し

て

考

え

た

の

に

対

し

、

自

衛

隊

側

は

、

人

命

よ

り

技

量

公

開

を

優

先

さ

せ

た

こ

と

は

、

誠

に

対

照

的

な

こ

と

で

し

た

。

 

  

こ

の

考

え

の

ど

ち

ら

が

正

し

か

っ

た

の

か

は

、

去

る

７

月

４

日

、

松

島

基

地

所

属

の

ア

ク

ロ

バ

ッ

ト

飛

行

専

門

チ

ー

ム

の

内

、

Ｔ

４

・

２

機

が

、

そ

の

曲

技

飛

行

訓

練

中

に

、

牝

鹿

町

泊

浜

の

山

中

に

墜

落

し

た

こ

と

に

よ

っ

て

明

白

と

な

り

ま

し

た

。
 

  

そ

れ

は

、
我

々

の

心

配

し

た

、
万

が

一

の

墜

落

事

故

で

あ

り

、
し

か

も

そ

の

墜

落

場

所

は

、

女

川

原

発

か

ら

僅

か

４

、

５

㎞

の

所

で

あ

り

ま

し

た

。

も

し

、

女

川

原

発

に

墜

落

し

た

な

ら

ば

、

と

て

つ

も

な

い

大

惨

事

と

な

っ

て

い

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

そ

の

上

、

こ

の

事

故

機

は

、

原

発

を

中

心

と

し

た

半

径

３

、

６

㎞

の

飛

行

禁

止

区

域

を

飛

行

し

て

い

た

こ

と

が

防

衛

庁

も

認

め

て

い

ま

す

。

な

ぜ

、

こ

ん

な

無

謀

ど

こ

ろ

で

は

な

い

飛

行

を

し

た

の

で

し

ょ

う

か

。

 

 

こ

の

よ

う

な

無

謀

な

飛

行

が

、

浜

松

の

航

空

祭

で

も

な

さ

れ

、

も

し

も

集

ま

っ

た

市

民

の

上

に

墜

落

し

た

と

し

た

ら

…

と

思

う

だ

け

で

身

の

毛

も

よ

だ

つ

も

の

で

す

。

Ｔ

４

機

は

、

決

し

て

安

全

で

は

あ

り

ま

せ

ん

！

 

こ

れ

が

、

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

現

実

な

の

で

す

。

 

 

牝

鹿

町

泊

浜

の

墜

落

事

故

で

、

自

衛

隊

員

３

名

が

そ

の

尊

い

人

命

を

、

た

か

が

航

空

シ

ヨ

ー

訓

練

の

た

め

に

失

い

ま

し

た

。

そ

の

責

任

は

誰

が

と

り

、

誰

が

そ

の

命

を

返

す

の

で

し

ょ

う

か

。

 

  

私

た

ち

は

、

以

上

の

理

由

を

も

っ

て

、

本

年

の

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

曲

技

飛

行

の

中

止

は

も

と

よ

り

、

人

命

尊

重

の

名

に

お

い

て

、

今

後

一

切

の

曲

技

飛

行

の

中

止

を

求

め

ま

す

。

 


